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第３回 平成22年12月9日

議事次第・配付資料には

2009.04.22 風車回転

2009.04.10 風車停止

のデータが使用されている。

当日は、当時注目を集め
たイベントだったので、会
場には各種メディア、事業
者から自治体の職員まで
溢れんばかりの関係者が
詰め掛けていた。



風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会

第３回 平成22年12月9日議事次第・配付資料 議事録 p-14~17

汐見医師は2009年3月28・29日にTV局クルーと共に現地訪問されたが、両日共に風が無く、問診を

受けた苦情者は皆、「久々によく眠れた」と発言し、同医師は「この低周波音記録では被害アリとは
言えない」と説明された。行政や事業者に「①風車苦情者は虚言者である」とスタンプされた瞬間で
あるだけでなく、風車被害は「 ②大した被害では無い」、と社会が共通の認識を獲得し、以後、風車
苦情者は侮蔑されることになっただけでなく、汐見医師は2009.04.22 風車回転のデータを基に、3月
に被害アリとの意見を述べたことにされ、 「 ③いい加減な意見書を書く」との風評被害を受けること
となった。

面会したのは14名



風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に
関する検討会報告書（案）に対する意見の募集

平成28年8月19日（金）～平成28年9月17日（土）意見・情報締切日

１．背景

再生可能エネルギーの導入加速化は我が国の重要なエネルギー政策であり、風力
発電施設についても将来にわたって導入が進むことが想定されています。一方で、風
力発電施設から発生する音は通常著しく大きいものではありませんが、風車騒音特有
の音の性質や、風況等を考慮した設置適地が静穏な地域であることが多い等の要因
により、苦情等の原因となる事例があります。
このようなことを踏まえ、環境省水・大気環境局では、平成25年４月より「風力発電施

設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会」を設置し、有識者による検討を
行ってきました。

今般、同検討会において、風力発電施設の設置事業者・製造事業者、行政（国及び
地方公共団体）、地域住民等の関係者の参考となるよう、主として商業用に用いられる
一定規模以上の風力発電施設を対象とし、現時点までの知見及び風車騒音の評価方
法について報告書案が取りまとめられました。本案について広く国民の皆様からの御
意見をお聴きするため、パブリックコメントを実施します。

風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会報告書（案）「風力発電
施設から発生する騒音等への対応について」 [PDF 3.3 MB]

意見募集結果

•風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会報告書について

http://www.env.go.jp/press/files/jp/103596.pdf
http://www.env.go.jp/press/103232.html


S2-11 風力発電等による低周波音の人への影響評価に関する研究名
橘秀樹 （千葉工業大学附属総合研究所教授）

風車起因の空
力音は記録さ
れていない

∴思慮に値す
る調査がされ
ていない



添付資料風力発電施設周辺地域及び対照地域における騒音測定結果



添付資料風力発電施設周辺地域及び対照地域における騒音測定結果



添付資料風力発電施設周辺地域及び対照地域における騒音測定結果



【5-1307】風力発電等による低周波音・騒音の長期健康影響に関する疫
学研究（H25～H27）石竹達也（久留米大学）

１．研究計画 本研究では既に風力発電施設が稼働している地域住民を対象に、
疫学研究（横断研究／症例対照研究）を実施し、低周波音・騒音が長期健康影響
のリスクファクターである可能性について検討することを目的とする。その具体的
な内容は最近の疫学研究の情報収集分析、風力発電施設周辺の住民を対象とし
た健康影響調査の実施（横断研究）、睡眠障害を主な健康影響とした症例・対照
研究の実施、さらにその対象者について睡眠モニター装置を用いた客観的睡眠
判定、健康リスクの事前評価手法の導入・評価からなる。

３．環境政策への貢献（研究者による記載） これまでの分析で、風力発電による
低周波音・騒音への長期ばく露が、アノイアンス、睡眠障害や抑うつ症状有りの割
合を増大させるリスクファクターである可能性が示唆された・・・

４．委員の指摘及び提言概要 環境政策に必要な研究であるが、ありきたりの調
査に過ぎず、解析方法も新規性が認められない。騒音の距離減衰に関しては地
理的条件や気象条件などを考慮したより詳しい調査が必要である。疫学調査では
20％程度の回収率では成果を政策に反映しがたい。回収率向上の工夫を行うと
共に、症例研究、コホート研究に結びつける必要がある。

５．評点 総合評点：B



低域の空気振動は伝搬力が強力
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騒音と低周波音
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背景からのエネルギー卓越
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第２５回日本臨床環境医学会

２０１６年６月１７日

拡大する低周波音被害

特定非営利活動法人

低周波空気振動被害者の会会津若松ウィンドファーム背炙り山



理由

１．国家が騒音や振動と同類の苦情として括っている

２．国家が被害の専門家として理工学関係者の意見を採用している

３．国家が医学（医師）を疎んじた（傷害としての前提を拒否してい
る）

４．社会的影響力のある組織が被害者の活動を妨害してきた

責任は「この問題に関与した者達の下策の結果であり、国家及び学
会に所属する理工学士や公衆衛生学士」にある

対策 Ａ．音源を無低周波音に

Ｂ．不治の傷害としての医学的見解の集約

Ｃ．意見（診断）書の発行

Ｄ．音当て（曝露実験）の禁止

拡大する低周波音被害



住宅に近接する、機器装置から生ずる人工音に依って、自死
を選ぶか我が家を捨てるかとの選択をしなければならない程
の苦しさや、脳梗塞や心筋梗塞・狭心症を惹起した誘因として、
低周波空気振動を疑わなければならない被害が拡大している。

環境省は、低周波空気振動が少数のヒトにとっては暴行の
凶器となってしまうことを隠してきた。ヒトの生活を破壊してしま
う恐ろしい凶具である低周波空気振動を、騒音の一部として括
ることによって矮小化してきた。

被害者の人権は無視すると発表した日本弁護士連合会に続
き、工学関係者の意見を採用した消費者庁事故調査委員会は、
受け付けたエコキュート起因の低周波音被害の95％は虚言
だったと結論し、被害者は一層の偏見と好奇の目に晒され、更
なる窮状に追い込まれている。

低周波音被害者の現状


